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尾西図書館2Ｆ会議室

尾西児童図書館存続を求める図書館関係者との懇談会（2021.4.16）

(1)左から時計回りにＭ、Ｈ、Ｎ、Ａ、Ｏ、Ｔ、Ｆ、Ｉ （計9人出席）

（Ｆ、Ｉの両氏は市職員で両者とも司書の資格は持っていない）

Ｉ：この4月から尾西図書館長（旧一宮市出身）

Ｆ：尾西図書館専任課長：令和2.11.8尾西児童図書館の朝日東児童館への移管文書の起案者

（岐阜市出身）

尾西児童図書館存続を

求めるホームページの

QRコード ↓

URLアドレス：

https://icurus-jk2unj.ssl-lolipop.j
p/rengenews.htm

(2)尾西児童図書館の成り立ちを説明するＭさん（左）

（3）尾西児童図書館存続を求める図書館関係者との懇談会（2021.4.16）
Ａ：市の回答について、

①使いづらいという実態は何か。

②尾西児童図書館建設当初のいきさつを考えれば市の都合で閉館は考えられない。
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Ｆ（伺い文起案者）：「現在尾西児童図書館は朝日東児童館の2階部分を借用し運営していますが、

市政100周年を契機に、下記のとおり児童館の図書室として運営するように子育て支援課に移管してよ

ろしいか。」（令和2年11月8日起案／決済日令和2年11月17日）

・・ここでいう借用とは市の管轄サイドの事であり、一般市民には関係ない事。むしろ図書館サービスが

なくなる（司書がいなくなり貸出し等もなくなる）事の方が打撃が大きい。

「移管を希望する理由」

1，児童の読書環境のより良い整備が可能

・「尾西児童図書館は、昭和55年に市川たま氏のご遺族から、「子どもの頃から読書に親しんでほしい」

との願いのもとでご寄付を受け建設され、昭和58年に社会福祉事務所から教育委員会に移管されま

した。図書館なので、児童には特化せず、一般向けの資料も混在していますが、児童館の図書室になれ

（戻れ）ば、児童に特化した蔵書が充実し、読書環境がより良くなると考えます。」

・・まず、この図書館は、一般の人々の読書や貸し出しにも対応しており、地域社会にとっては掛け替えの

ない存在です。つまり子どもだけが利用している訳ではありません。

それを子どもに特化する事で図書館機能をなくしてしまうのは余りにも乱暴であり、それは子どもにとっ

ても決して読書環境が良くなるものではありません。

2，運営のコスト面で有利

・「図書館サイドからは、職員の無配置により人件費が縮小できます。図書館間の回送便も減るので費

用が減り、施設の維持管理もなく、事務の簡素化と予算の削減ができます。児童館として施設が一本化

されれば、維持管理費用は児童館サイドの負担になりますが、2つの所管で維持管理するよりも迅速な

対応かつ割安にできると考えます。」

・・「職員の無配置により人件費が縮小」とか「事務の簡素化と予算の削減」などを「コスト面で有利」とし

て図書館廃止の理由に挙げることは、公立図書館の役割を蔑ろにするものであり、公共図書館行政の

自殺行為です。この新自由主義的な論理（資本の論理）を推及して行けば、すべての公共部門（特に教

育や医療など人々の貴重な社会的共通資本＝コモンズの分野）で、職員・従業員の非正規への置き換

え等が進み、人件費の縮小や予算の削減が行われることに繋がります。

（事実、この4月から既に2人の図書館員が辞めている。・・・Ｉ）

3，開館日にずれがあること

・「児童館は日曜日、祝日が休館日で、図書館は月曜日、祝日の翌日が休館日なので開館日にずれが

生じます。図書館の平日の利用者の大半は児童館利用者なので、「その日は図書館を利用できない」

となると、子どもたちは残念なことです。

防犯の面からは1階の児童館が休館の場合、図書館職員（主に女性で多くて2人）では不審者への対

応について不安を覚えます。

以上の理由から図書館を返還する形で図書室として移管することが望ましいと考えます。」

・・今まで40年間以上も無事に過ごしてきた実績があり理由にならない。

・・防犯上の理由でも近くに交番があり、後付けの理由としか受け取れない。

・・起案日（11.8）と決済日（11.17）が9日間しかなく、十分な審議がなされたとは思えない。

・・使いづらい実態があるとのことだが、地域住民の声を集約した形跡がない。

・・地元の市川さんの寄付でできた図書館に対する地域の人々の感情をどう見ているのか

議会で通ったからそれでよいというものではない。（地域への説明が必要だ）

（・・・市として説明会を開催する予定はございません）

・・予算は縦割りで各部で工面しなければならないのか。

（・・・ある程度、各部で捻出するのが基本）


